
� 病院羅針盤　2022年１月１・15日号　No.203

51歳で開業を決意した理由

　福岡市の中心部、JR博多駅からまっすぐ

に伸びる「大博通り」沿いで、最寄り駅の

地下鉄呉服町駅からは徒歩数分という好立

地にある、やました甲状腺病院。その名の

とおり、甲状腺（と副甲状腺）疾患の専門

病院だ。現在は９人の常勤医師が在籍し、

外来患者数は１日あたり約100人、年間900

件前後の手術を行う。甲状腺がんの入院患

者件数では、全国でも３番目の多さだ（2019

年実績、「病院情報局」より）。

　前身の「やましたクリニック」を山下弘

幸理事長が開業したのは2006年７月のこと。

その後、2012年１月には19床の有床診療所

に、2017年４月にはさらに増床し35床の病

院へと発展させた（現在は38床）。

　こう書くと、開業から十数年という短期

間でとんとん拍子に発展していったように

見える。しかし、その裏ではさまざまな困

難があったと山下理事長は振り返る。

　まず、山下理事長がやましたクリニック

を開業したのは、51歳のときだ。外科医と

してまだまだ活躍できる年齢とはいえ、開

業するタイミングとしては決して早いとは

いえないだろう。しかし、11年間勤めてい

た野口病院（大分県別府市にある甲状腺疾

患や糖尿病などの内分泌疾患専門病院）を

退職することを決意した時点で、そのまま

専門分野を生かして外科医として働こうと

考えたら、開業という選択肢しかなかった

と、山下理事長は言う。

　「すでに医局から離れていたことと、そも

そも甲状腺外科のある施設は少ないことを

考えると、自分で診療所を開業して、どこ

かで手術をさせてもらうという選択肢しか

　医療法人福甲会 やました甲状腺病院の山下弘幸理事長が「やましたクリニック」を開業
したのは2006年、51歳のときだ。その後、2012年には有床診療所に、2017年には
病院に転換し、現在は甲状腺がんの手術件数で全国有数の実績を誇る。短期間でここまで
施設を成長させたのは、甲状腺疾患の患者が将来、医療難民にならないように「診療の継
続性」を常に大切にしてきたから。しかし、その道のりは決して平坦ではなかった。

診療の継続性を
守るため 開業10年で
無床診療所から
有床診、病院へ

医療法人福甲会 やました甲状腺病院（福岡県） 山下弘幸 理事長

病院羅針盤　経営者に聞く 119



5病院羅針盤　2022年１月１・15日号　No.203

考えられませんでした。また、外来診療を

しながら週１～２人の手術をするぐらいの

需要はあると考えていたので、開業を決意

するまでにそう時間はかかりませんでした」

開業3年目で
甲状腺手術で全国4位に

　実際、クリニックの開業はスムーズに進

んだ。前職を退職したのが2006年３月末で、

その３カ月後の７月１日にはオープンに

至っている。退職の半年前にはその意向を

伝え、少しずつ準備を進めていたとはいえ、

スピーディーな開業が実現した理由の一つ

は、開業地として予定していた福岡市博多

区にある原三信病院（359床）の開放型病床

を手術で使わせてもらえることが決まり、

江口徹副院長（外科部長兼務）から「近く

で開業するのが都合がよいのではないか」

と、空いているビルを紹介してもらえたか

らだ。

　そうして予想していた以上に開業場所が

スムーズに決まり、いざ開業してみると、

これまた予想していた以上に患者が増えて

いった。「福岡は人口が多いので、それまで

遠方に行かれていた甲状腺疾患の患者さん

が当院に来られたことのほか、近隣の甲状

腺内科の先生方が紹介してくださったこと

も大きかったと思います」と、山下理事長

は分析する。

　開業１年目に208件だった手術件数は、３

年目の2008年には308件になり、この時点で

甲状腺・副甲状腺疾患の手術が全国で４番

目に多い施設になっていた。その後も手術

件数は増え、５年目の2010年には394件と倍

増した。

継続性を考えると
人を育てられる施設が必須だった

　開業以来、手術と術後の病棟管理は原三

信病院の開放型病床を借り、退院後の治療

や経過観察はクリニックというやり方で

行っていたものの、患者数が増えるにつれ

て、そのやり方では難しくなっていった。

　「だんだん患者さんが増えると、不安に

なったのです。甲状腺疾患は基本的に慢性

疾患ですから、長く診ていく必要がありま

す。生活習慣病や風邪といった一般の患者

さんであれば選択肢がいろいろありますの

で医療機関を選ぶことはできますが、甲状

腺疾患の場合、選択肢が少ないので、この

まま患者数が増え続けて、自院でのフォロー

が難しくなると医療難民にさせてしまうの

ではないかと心配するようになりました」

　開業２年目ですでにそうした不安がよぎ

るようになり、そのころから自前の病床を

持つ、つまりは有床診療所に転換すること

を検討するようになった。また、有床診療

所化は、「クリニックの継続性」という観点

からも必須だったと山下理事長は言う。

　「患者さんを継続的に診るには、いずれは

誰かに継いでもらわなければいけません。

しかし、医者の子どもがいるわけでもあり

ませんし、また、甲状腺疾患を専門とする

医師は少ないので、自前で手術もできる施

設を作り、中で育てていかなければ、継承

者はなかなか現われないのではないかと考

えました」

　開業直後に経験した自身の病気も、そう
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した考えを後押しした。山下理事長は、開

業翌年のゴールデンウィークに変形性股関

節症の手術を受けている。

　「それまでは経過観察をしていたものの、

これ以上患者さんが増えれば手術のために

一定期間休むことは難しくなると考え、開

業した年の年末には『翌年のゴールデン

ウィークを活用して手術を受けよう』と決

めました。そうした経験からも、１人で行

う限界を感じ、継承者を育てることが使命

だと思いました」

「前例ない」申請を
いかに通したのか

　有床診療所に転換しようと決意をしたも

のの、開業のときのようにスムーズにはい

かなかった。診療所の病床設置は、以前は

届出制だったが、2007年の医療法改正によ

り都道府県知事の許可が必要になった。

　同院のある福岡・糸島保健医療圏は病床

過剰地域であり、当然、病床を持つことは

容易ではない。そのため当初は病院のM&A

も考え、取引先の地銀にリサーチを依頼し

たものの、すでに統廃合が進んでおり、候

補さえ挙がってこなかったそうだ。

　そこで県庁の医療指導課を訪ね、「有床診

療所を開設したい」と相談したものの、初

回はけんもほろろの対応だった。許可制に

なってから有床診療所を開設した前例がな

く、「行政は、前例のないことはなかなか認

めない」というハードルの高さを痛感した

という。

　ただ、「だんだん分かってきたのは繰り返

し足を運び、きちんと説明することで本気

度が伝わると、対応が変わる」ということ。

また、行政から許可が下りる前に土地を購

入したことも大きかったという。それでも

難しいときには「人を頼ることも必要」と

山下理事長は助言する。

　実際、行政との交渉を行うにあたって、

有床診療所を開業している先輩医師や全国

有床診療所連絡協議会の役員の医師、県議

会議員などに相談したことも、事態が好転

したきっかけになったという。

有床診療所にして初めて分かった
“格”の違いとは

　有床診療所の開設について最初に県庁の

医療指導課を訪ねたのが2010年３月で、県

の担当者とやり取りを重ねながら申請書類

をそろえて提出したのが同年８月。そして、

ようやく有床診療所の設置の可否について

有識者で話し合われる「医療計画部会」が

開催されたのが翌年１月のこと。２回の審

議を経て無事に申請が通り、県知事からの

許可が下り、有床診療所の「医療法人福甲

会 やましたクリニック」として新たなス

タートを切ったのが2012年１月だ。

週に１回、常勤医師と各部署の代表が集ま
り、主に手術患者についてカンファレンス
を行っている
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　そして、冒頭でも紹介したとおり、その

５年後の2017年４月には35床の「やました

甲状腺病院」へ、さらに規模を大きくした。

その理由の一つは、手術件数がさらに増え

たこと。有床診療所となった2012年には年

間747件と、無床診療所時代に比べ大幅に増

え、その後も徐々に増えた結果、19床のベッ

ドで回すには難しくなったのだ。また、「有

床診療所と病院の格の違い」を実感したこ

とも、病院を目指した理由の一つだったと

山下理事長は説明する。

　「同じ診療を行っても、有床診療所と病院

では診療報酬が違います。有床診療所だと

安くなります。また、有床診療所を経営し

て初めて分かったのですが、格の違いなの

か、職員の採用にしても病院に比べて難し

いように感じました。そしてもう一つ考え

たのが、有床診療所は19床までなので、発

展性がないということです。こうしたこと

をトータルで考えたときに、病院にしたほ

うが経営も運営も安定すると判断しました」

　ただ、有床診療所から病院への転換もと

んとん拍子というわけにはいかなかった。

一つはやはり病床の確保だ。「病床を譲って

くれるところを探すのに、非常に苦労しま

した」と振り返る。最終的には、福岡市北区

にある有床診療所が医療法人福甲会に入り、

その病床を集約する形で病院を開設した。

想定内だった増床工事が
想定外になった理由

　もう一つ、苦労したのは増床工事だ。ク

リニックを現在の場所に移し、５階建ての

有床診療所を建てた時点で、将来は病院に

することも視野に入れて設計してもらって

いた。つまり、容易に増床ができるような

設計になっているはずだった。ところが、

いざ増床しようとすると、実際は５～10床

程度しか増床できないことが分かったのだ。

　障害となった一つが、廊下幅だ。医療法

施行規則により、診療所の場合、病室に隣

接する廊下幅は1.2メートル以上（両側に病

室がある場合は1.6メートル以上）と規定さ

れている。一方、病院はそれよりも広く1.8

メートル以上（一般病床で両側に病室があ

る場合は2.1メートル以上）がルールだ。建

築士には「いずれは病院にする」と伝えて

いたものの、病院の規格に合った廊下幅に

なっていなかったのだ。

　また、有床診療所では３階と４階に病室

を配置していた。そして５階に増床できる

ようにスペースを設けていたのだが、１看

護単位が２フロアに分かれることは認めら

れているものの、３フロアに分かれること

は認められていない。かといって、看護単

位を２つに増やせば、夜勤の人数も倍（２

人から４人に）になる。それは現実的では

ない。

　こうした事情から、結局は既存の建物の

廊下幅を広げる改修を行ったうえで、敷地

内に新棟を建てて増床することとなった。

山下理事長は、その経験を振り返り、次の

ようにアドバイスする。

　「当時は診療を続けながら病院への転換の

準備を進めていたので、病院と有床診療所

の違いまで勉強することはできませんでし

た。大手ゼネコンに依頼したのですが、大

規模な病院の経験は豊富でも、小規模な病
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院あるいは有床診療所の経験はそんなにな

かったのかもしれません。設計については

専門家に頼るしかありませんから、優秀な

建築士と出会うこと、できれば同じ規模の

医療施設の実績が豊富な建築士を探すこと

が大切だと思います」

未来を考えて
次の世代へ引き継ぎを

　こうした不測の事態を乗り越えて病院に

転換したわけだが、なぜ病院にすることを

あきらめなかったのかと問うと、山下理事

長は次のように答えてくれた。

　「絶対に病院にしなければいけないとの思

いは強かったと思います。なぜなら、有床

診療所のままでは病床管理の面でも診療報

酬の面でも今いるスタッフ、継いでくれる

人たちが苦労すると考えたからです。次の

世代に苦労させるわけにはいかないので、

どうしても私の代で病院に変えて継承しよ

うと思いました」

　現在は、理事長として病院全体のマネジ

メントを担いつつ、診療も続けている。た

だ、手術については、以前のように週３日

間の手術日のすべてに入っているわけでは

ない。それだけ人材が育ってきたというこ

とだ。

　また、病院長職も2021年10月１日付で、

もともと副院長を担っていた佐藤伸也医師

に引き継いだ。

　「創業者というのは、ずっと自分がトップ

でやりたがるものです。私もあと10年ぐら

いはできると思います。でも、私が引退し

てからも診療は継続しなければいけません。

未来を考えると、私が元気なうちに院長を

引き継ぎ、責任を持ってもらったほうがい

いのではないかと考えました。本来はもう

少し前に引き継いでもらおうと考えていま

したが、コロナが流行したので、それを乗

り越えてからと思ったらこのタイミングに

なりました」

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け

た2020年には定期検査の患者を中心に受診

控えがあり、外来診療は１割ほど、手術は

１～２割ほど前年に比べて減ったという。

ただ、それも乗り越え、現在はコロナ前の

水準に戻りつつある。そうした事情もあっ

て、このタイミングでの引き継ぎとなった

のだ。

何が起きても動じない組織に
それが最後の仕事

　無床診療所として開院した後、有床診療

所、病院へと進化させてきたが、山下理事

長は規模拡大を目指してきたわけでは決し

てない。あくまでも、診療の継続性を追求し

開業後の物語だけではなく、自身の半生を
つづった本『ゼロからの専門病院開設　岩
盤規制を乗り越えて』（幻冬舎）
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た結果、規模を拡大する必要があったのだ。

　「甲状腺・副甲状腺を病む患者さんへ適切

な治療を継続して行う」。これが、同院が掲

げている理念だ。

　この理念を今後も遂行していくために、

山下理事長は「どんなことがあっても動じ

ない組織にすることが、私の最後の仕事か

なと思っています」と話す。そのために大

切にしているのが、やはり「人」だ。

　「信用が大事だと思うのですね。トップを

信じられないと、真摯に働くことは難しい

と思うので、まずは私自身が日頃からきち

んと誠実に対応することを心がけています」

　ただし、人数が多くなるにつれて、山下

理事長自身が一人ひとりと直接コミュニ

ケーションをとって信頼関係を築いていく

ことは難しくなってきた。そのため、各部

門長に人材のマネジメントを託すとともに、

月に１回の月例会で全職員に思いを伝える

機会を設けている。そのときに特に伝えて

いるのが、病院の使命・役割だ。

　「当院は甲状腺・副甲状腺疾患の専門病院

ですから、扱う範囲は狭いですよね。その

分、患者さんから求められる要求は高くな

ることは間違いありません。また、専門病

院だからこそ、遠方からも患者さんがいらっ

しゃいます。『わざわざここまで来たのだか

ら』という要求はやはりあるでしょう。で

すから、普通の一般病院とは違う高さの医

療の質を求められることは意識してほしい

と、常に伝えています」

　また、何があっても動じない組織にする

には、「まだ医療人材の数も足りない」と山

下理事長は指摘する。

　「今の状態を継続するのであれば全く問題

ありません。でも、人口規模を考えると、

まだ発展性があると考えているので、その

ためには医師にしてもその他の医療スタッ

フにしても、まだ不足していると思います」

　ただし、同院では人材紹介会社等は活用

していない。ホームページにはあえて「紹

介会社等を通じてのお話はお受けいたしま

せん」と明記している。それは、「転職を考

える医師にとっては、人材紹介会社を使え

ば条件にしても施設選びにしても、人任せ

で何とかなります。でも、私は、自分の働

く場所は自分で選び、応募するような人が

ほしい」と考えるからだ。

　これまでに同院に転職してきた職員も、

学会活動や人づてに同院のことを知り、興

味を持ってくれた人ばかりだ。そうして集

まってくれた思いのある職員を育て、新し

い病院長の下で“何が起きても動じない組

織”を築き、未来の甲状腺疾患の患者を守

ること──。それが山下理事長の最後の、

いや今後10年の仕事だ。
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